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寛政 9 年（1797）、幕府直轄の学問所である昌平坂学問所が開設された。そこでは、儒学

の教授が行われ、教育に必要な書物は、文庫に所蔵されていた。諸藩校もこれに倣い、公

的な教育機関においては儒学の教授が行われた。また、諸藩においても、文庫が設置され、

学習に必要な書物が所蔵されていた。しかし、漢学の教授を主に行っていたにも関わらず、

多くの和書の所蔵が見られる文庫がある。本論文では、昌平坂学問所や諸藩校に設置され

た文庫に焦点を当て、蔵書構成の分析および文庫運営に関する資料から、教育機関に所蔵

される和書にはどのような書物が存在したのか、また、和書の読書とはどのような意味を

持つものであったのかについて考察していく。 

本論文では、近世期に武士の子弟を教育していた機関を研究対象とする。幕府直轄の学

問所であった昌平坂学問所と 14 の藩校を対象とする。研究方法としては、次の 2 つの方法

を採ることとする。まず、1 つ目の方法としては、資料より文庫運営の実態を探る。2 つ目

の方法としては、各文庫の現在確認できる目録による蔵書分析である。 

 昌平坂学問所および諸藩校では、記録から、文庫が存在し利用されていたことがわかる。

文庫利用の主な目的は、学問の助けとされることであった。これらの機関の教育は、主と

して漢籍を教材として儒学を教授することであった。そのため、すべての機関において、

漢籍が所蔵されていた。しかし、漢籍だけではなく和書の所蔵も、すべての機関において

見られる。和書の中でも、戦を題材とした「軍書」のジャンルに分類される書物が、昌平

坂学問所を始め多くの藩校で見られる。これらは、歴史や戦史、兵学の一教材であったこ

とが考えられる。しかし、それ以上に近世期の武士が自らの体験として持っていない戦に

おける軍事行為の経験や、戦に臨む覚悟といったものの獲得が、軍書の読書の目的として

あったのではないかと思われる。これらの機関において求められた和書の読書とは、太平

の世にあってもなお武士としてのアイデンティティーを失わないことを目的として行われ

る行為であったと考えられる。 
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